
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究発表 Ⅱ 

 

学校名： 神奈川県平塚江南高等学校ＰＴＡ 

 

研究テーマ：今を知り、未来につながる活動改革 未来へつながる活動へ最高のバトンタッチ 

 

１．はじめに 

本校は、大正 10 年（1921 年）の創立から旧

制県立平塚高等女学校時代を経て、昭和 25 年

（1950 年）に男女共学の県立平塚江南高等学

校となり、令和３年（2021 年）に創立 100 周

年を迎えます。ＰＴＡも昭和３年（1928 年）

の学校事業の推進団体として発足した「家庭

会」の時代から、現在の平塚江南高校ＰＴＡ

へと、学校の歴史と共にその伝統を引き継ぎ、

こ令和元年（2019 年）に 90 周年を迎えます。 

 

２．生徒をサポートする組織 

 

生徒を直接支える、管理職員、教職員、保護

者、それらを一歩ひいた立場から支えてくだ

さる同窓会。外部サポート組織として、学校

運営協議会制度であるコミュニティースクー

ル、地域の皆様、ＰＴＡ役員のＯＢ会である

江僚会があります。 

 

３．各位委員会活動 

ＰＴＡの常置委員会は、本部、交通安全推

進委員会、成人教育委員会、広報委員会とふ

れあい教育委員会の 5つになります。 

本部会 

本部役員は、基本的に、各学年男女 1 名ず

つで構成しています。 

 

月一度の本部会、運営委員会を通して各委員

会と先生方との意見統一を図っています。 

年間の主な活動は、春に行う 2年生対象のキャ

リアセミナー、秋の文化祭でのオリジナルグッ

ズ販売、冬の卒業生に贈るコサージュ作りにな

ります。 

交通安全推進委員会 

月 1回、第４火曜日８：１０よりあいさつ運

動を兼ねた投稿指導をおこなっています。ま

た、１０月には自転車点検を実施しています。

駐輪場すべての自転車の整備状況を確認し、故

障箇所があれば各自にお知らせし、整備をお願

いしています。全体の７割以上の生徒が自転車

通学をしているので、ルールやマナーを守り安

全な登下校をしてもらいたいという目的で活

動しています。 

成人教育委員会 

 会員の皆様の知識見聞を広め、親睦を深めら

れるよう年 2回のイベントを企画しています。

今年度は 7／４（木）にサクランボ狩りをメイ

ンとした山梨方面へのバスツアー、１１／４

（木）に劇団四季のミュージカル「キャッツ」

の観劇を予定しています。 

広報委員会 

 学校生活を皆様に伝える為に、学校・ＰＴＡ

活動の取材。年２回（６月、１２月）の広報紙

の発行。ホームページへのＰＴＡ活動の掲載を

行っています。 

ふれあい教育委員会 ふれあいを大切に♪ 

正門から校舎へ続く道沿いの花壇と、正面玄

関のプランターのお花を、年３回植え替え、１

年を通し管理。体育祭での、ドリンクサービス

を行っています。「笑顔であいさつ」を心がけ、

皆様とのふれあいを大切に活動しています。 



  

４．研究テーマ 

ＰＴＡ活動の過去を分析すると、年次行事に

従い、行う定例活動。学校・生徒・保護者から

の要望で活動する非定例活動に分けることが

できます。内的要因（学校内から）から主に発

生し、目に見える、顕在化された問題・課題に

対して 1年単位で実施する。 

経験と勘を持って、ＰＤＡＣサイクルで対応

しています。しかし、近年、平塚江南高校ＰＴ

Ａ活動において１００週に向けての３者会議

（学校、同窓会、ＰＴＡ）、予算の繰り越し金の

低減化、情報管理の限界（紙・USB・メール)、 

最近よく耳にする、グローバル化、働き方改

革、消費税８％→１０％、先端技術活用の教育

環境整備（文科省）、ＳＤＧｓ（持続可能な開発

目標）など、環境の変化が早く、外的要因から

発生する問題・課題として潜在しており、いず

れ顕在化されることが予測されます。 

このままでは、いけないと度々、話題となっ

ています。ここで、「今を知り、未来につながる

活動改革を行い、未来へつながる活動へ最高の

バトンタッチ」としての取組を発表します。  

キーワードは 

・ 問題・課題を予測し管理する。顕在化と潜在

化された問題・課題の整理・分析 

・ＰＤＣＡサイクルとＯＯＤＡループ（ウーダ） 

・定期的なアンケート調査・分析・課題整理 

・組織成熟度モデルの活用し分析・評価 

・バランスコアカードで計画・実施・分析 

・３年計画→２年計画→1年計画 

問題・課題を予測し管理 

目に見える、顕在化された問題を整理し、分析

→優先順位付け→課題対応している状況一覧。

７件中、３件実施済み、４件実施中。 

 

目に見えない潜在化された問題の状況一覧。 

５件中、１件実施中、４件検討中。 

 

定期的なアンケート調査・分析・課題整理 

 

組織成熟度モデルの活用し分析・評価 

 

バランスコアカードで計画・実施・分析 

 

まとめ 

 
 


